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治
タイプライタ
養子離縁の無効

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
離縁届書の記載事項証明書　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　太郎

治
タイプライタ
サイトウ　タロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　一郎

治
タイプライタ
ヤマダ　イチロウ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
相

手

方

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
会社員
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治
タイプライタ
申立人と相手方らの協議離縁は無効であることを確認する調停・審判を求めま
す。

治
タイプライタ
１　申立人は、申立人の父方の親族の紹介で相手方夫婦と知り合い、平成＊＊
年＊＊月＊＊日養子縁組の届出をし、親子として同居生活をしていました。
２　申立人は結婚し、相手方らと同居していましたが、申立人の妻と相手方ら
の折り合いが悪くなり不和の状態となったことから別居するようになりました
。
３　戸籍を取寄せる機会があり、戸籍を見ると、平成＊＊年＊＊月＊＊日に申
立人と相手方らの間での協議離縁の届出がされていることを知りました。こ
れは、申立人に無断で全く知らないうちに、相手がたらが勝手に届出をしたも
のです。
４　申立人は離縁する意思はなく、上記届出は無効であるので本申立をします
。




